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１．序論 

筑後川の支川花月川では，平成 24 年 7 月 3 日，7 月 14

日と花月水位観測所で計画高水流量を大きく超える洪水

が立て続けに発生し，各所で大きな災害をもたらした．図

-1 は平成 24 年 7 月洪水における被災箇所を示す．大流量

の流下により多くの被害が生じ，7 月 3 日洪水時は 2 箇所

で堤防決壊が生じた．写真-1は 4.7k 右岸側での越水状況

を示す．4.7k 付近では橋梁による水位の堰上げや，パラペ

ットから越流が起き，図-1の青で囲まれた範囲まで浸水

被害が生じた． 

本研究では，福岡ら 1)の示す沖積地河川の無次元流量と

無次元河幅・水深の関係を用いて，洪水災害が生じた花月

川平成 24 年 7 月洪水流量に対する花月川の河幅について

調べる．さらに非定常準三次元洪水流・河床変動解析から

洪水時の流速分布・河床変動を推定する． 

２．平成 24 年 7月洪水における無次元流量と無次元河幅・

水深の関係と河床変動 

図-2，写真-2 は河床洗掘の大きかった 8.2k 地点におけ

る洪水前後の横断形状の比較と河道状況の写真を示す．写

真より，左右岸で河床洗掘が起き，大礫が河床表層に露出

している．図-3 は洪水前後での河床材料粒径加積曲線を

示しており，洪水後では河床材料が大きく粗粒化している

ことが分かる．図-4は平成 24 年 7 月洪水における無次元

流量と無次元河幅・水深の関係を示す．流量・水位のデー

タは，平成 24 年 7 月 3 日洪水時の花月水位観測所での観

測水位・流量ハイドログラフを用いプロットした．代表粒

径 rd は洪水前の平成 22 年 2 月の観測データを用い，勾配

(b)花月川上流域 (a)花月川下流域 

図-1 平成24年 7月洪水における花月川直轄区間被災状況 

：H24年7月3日洪水被災箇所（27箇所）
：H24年7月14日洪水被災箇所（23箇所）
：堤防決壊（7月3日洪水時2箇所）
：平成24年洪水浸水範囲
：花月水位・流量観測所

写真-1 4.7k 右岸越水状況 

図-2 横断面形状（8.2k） 
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(a)洪水前 (b)洪水後 

写真-2 平成 24 年 7月洪水前後の花月川（8.2k 付近）の様子 図-3 河床材料粒径加積曲線（花月川直轄区間） 
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図-7 流速ベクトル・河床変動コンター（ピーク水位時) 

図-6 実測値と解析値の平均河床高の変動高（上流部） 
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図-8 6k 地点の河床変動と流速分布 (水位ピーク時) 

図-5 実測値と解析値の水位と平均河床高（上流部） 

洗掘

堆積

I は痕跡水位から求めている．福岡らは，急流な沖積地河

川の無次元流量と無次元河幅・水深の関係は式(1)，(2)に示

す下限曲線式の付近にプロットされることを多くの急流河

川のデータから明らかにしているが，平成 24 年 7 月洪水で

は流量に対して無次元河幅が下限曲線式より十分下回って

いる．花月川では狭い河幅のところに大流量が流下したた

め，砂州や河岸が大きく洗掘・浸食され，石や礫が現れた

ことが分かる．これらのことから花月川の河幅は今回発生

した大流量に対して如何に狭く，甚大な氾濫災害が発生す

る河道の条件であったことが分かる．  

3．平成 24 年 7 月洪水における破堤地点の流況 

平成 24 年 7 月洪水における破堤地点 6.0k，5.8k の洪水流

況を推定するために非定常準三次元洪水流・河床変動解析

を行った．計算対象区間は図-1 に示す直轄区間(0.0～8.6k)

である．花月川上流端境界条件と有田川流入流量は有田川

合流後の花月水位・流量観測所の実測流量ハイドログラフ

の波形から推算した流量ハイドログラフを与えた．下流端

境界条件は痕跡水位をピーク水位とし，花月水位・流量観

測所で実測水位ハイドログラフの波形から推算した水位ハ

イドログラフを与えた．粗度係数は，痕跡水位を再現する

ように決定した．図-5 は花月川上流部の解析水位と痕跡水

位の比較を示す．解析水位は概ね痕跡水位を再現している．図-6は平均河床高の変動高を示している．解析結果は

6.0k より下流の堆積傾向を説明するなど，概ね実測で見られる堆積・洗掘傾向を説明している．図-7は花月川上流

部での解析流速ベクトルと河床変動コンター図を示し，図-8は堤防決壊が生じた 6.0k 右岸における河床変動ならび

に流速分布の解析結果を示す．6.0~6.4k では外岸側で高流速が発生し，6.0k 右岸では最大流速 6.9m/s と大変大きい

流速が発生し，1.5m 程度の洗掘が生じたと推定される． 

4．まとめ 

花月川平成 24 年 7 月洪水の無次元河幅は，福岡の河幅式の下限曲線式を大きく下回り，花月川の河幅は今回発生

した大洪水に対して，非常に狭いことを示した．非定常準三次元洪水流・河床変動解析により，堤防決壊箇所では

最大流速 7m/s の高流速が生じ，大きな河床洗掘が生じていたと推定された． 
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図-4 平成 24 年 7月洪水における花月水位・流量観測所の無

次元流量と無次元河幅の関係 
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